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 2024年 1月 17日 

 

※2024 年 1 月 17 日にドイツ・ヘンケル本社が発表したプレスリリースの日本語訳版です。プレスリリースは

英語が原本であり、その内容・解釈については英文原本が優先します。 

 

平等な子育てと保育の機会を 

ヘンケル、全世界で社員の性別を問わない完全有給の育児休暇制

度を導入 
 

デュッセルドルフ - ヘンケルは今年から、全世界の社員約 5 万人を対象に、性別にとらわれない

新しい育児休暇制度を導入します。当社は、子どもを持つ社員に対し、性別や実親であるか否かに

関わらず、保護者としての役割に基づいて最大 8 週間の完全有給育児休暇を提供する予定です。

この制度の導入は、養子縁組、里親、LGBTQ+の親を含むすべての親に平等な子育てと保育を推

進するという、公平性への強いコミットメントを示すものです。 

 

ヘンケル最高経営責任者のカーステン・クノーベルは、「当社は、ドイツ株価指数（DAX）に含まれ

る 40 社の企業としては初めて、全世界の社員に 8 週間の完全有給育児休暇を提供します。このイ

ニシアチブは、全社員に強いメッセージを発信するものであり、より包括的な企業文化を育み、男女

平等の意識を高めるという当社の揺るぎないコミットメントを示すものです」と述べています。  

 

人事およびインフラ・サステナビリティ部門担当コーポレート上級副社長のシルヴィー・ニコルは、

「この取り組みを通じて、子どもを持つ社員を支援し、伝統的な性別役割分担に異議を唱え、誰もが

平等に育児に参加できるようにしたいと考えています。しかし、不平等に対処することだけが、当社

の新しいグローバルスタンダードの目的ではありません。将来の労働力の期待に応えるための準

備でもあります」と制度について説明しました。 

 

新しいグローバルスタンダードを 

新しいグローバルスタンダードは、既存の慣行や規制を補完する最低限の基準であるべきです。

特に、現在育児休暇制度が十分でない国々では、この制度は、家族への配慮や男女平等の向上を

促進するための重要な基盤となります。また、ひとり親家庭、養父母など、特定の家族のあり方を除

外する慣行も多く見られますが、当社はすべての保護者に適用される普遍的な基準を確立する必

要性を認識しています。 

 

2024年の制度導入により、約 80カ国の社員は、子どもたちの世話や絆づくりのために有給休暇

を取得できるようになります。世界中で一貫した平等な機会を促進するために、具体的な行動をとる
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ことで、ダイバーシティ、エクイティ&インクルージョン(多様性、公平性と一体性)に対する目標への

揺るぎないコミットメントを示したいと考えています。 

 

 

ヘンケルについて 

ヘンケルはブランド、イノベーション、テクノロジーにより、産業およびコンシューマー向け事業において世界中の市場をリ

ードしています。アドヒーシブ テクノロジーズ（接着技術）事業部門は接着剤、シーリング剤、機能性コーティング剤市場の

グローバルリーダーとなっています。コンシューマーブランド事業部門は特にヘアケアやランドリー&ホームケアの分野に

おいて、世界中の市場やカテゴリーをリードする地位を維持しています。ヘンケルには 3 つの強力なブランド、LOCTITE（ロ

ックタイト）、Persil（パーシル）、Schwarzkopf（シュワルツコフ）があります。2022年度の売上高は 220億ユーロを超え、営

業利益はおよそ 23億ユーロでした。ヘンケルの優先株は、ドイツ株式指数 DAXのリストに入っております。ヘンケルには

長いサステナビリティの歴史があり、具体的な目標を掲げた明確なサステナビリティ戦略を推し進めます。1876 年に創業

したヘンケルは現在、世界に約 50,000名の社員を擁し、多様なチームが強固な企業文化、共通の価値観とヘンケルの社

員をひとつにまとめる共通基盤である企業目的「Pioneers at heart for the good of generations」の元に結束しています。

さらなる情報はこちら www.henkel.com 

をご覧ください。 

ヘンケルジャパンホームページ：http://www.henkel.co.jp 

ヘンケルジャパンフェイスブックページ：http://www.facebook.com/HenkelJapan 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】 

ヘンケルジャパン株式会社 広報室 小野尾 秀美 

TEL：03-5783-1219  e-mail: hidemi.onoo@henkel.com 

http://www.henkel.com/
http://www.henkel.co.jp/
http://www.facebook.com/HenkelJapan

